
神戸学院大学現代社会学部
教授 江田英里香

・カンボジアの地域教育研究
・コミュニティ、住民参加に関心
・２０１４年より勤務
・「ボランティア論」「国際協力論」などを担当
・ゼミでSDGs17「住み続けられるまちづくり」
にチャレンジ
・ポーアイ在住／通勤１５分弱
・４人の子育て中



目指したいところ

住民アンケート
から見る

0 200 400 600 800 1000 1200

１０．その他
２．地域住民とのつながり
７．大学や医療産業都市

３．地域やマンションの取り組み
１．子育て、教育がしやすい環境
４．安全性（防災・防犯）の高さ

６．空港へのアクセス
９．公園・緑地の充実

８．病院などの医療機関の充実
５．三宮までの利便性が良い

無回答

住民アンケート*の詳細
*神戸市（2024年度）「大学と連携した地域課題の調査研究業務」により実施
【目的】ポートアイランドの住民がどの様な社会関係資本を持ち合わせているの
か、そして地域でどの様な暮らしをしているのか、地域に対してどのように考えて
いるのかなどについて明らかにする
【実施期間】2024年10月24日～12月8日
【対象者】ポーアイ港島住民（自連協参加マンションのみ）
【対象者数】7350
【回収数】1499
【回収率】20.4％

【その他の内訳】
交通アクセス
家賃・駐車場の価格
静か
環境・住環境
景色
商業施設
平坦
多文化・計画都市・便利など

社会関係資本の醸成
↓

島内の様々なつながり作りとその仕組み
↓

安全安心、子育てしやすい、経済が循環する街
↓

SDGs11の目標：「住み続けられる街」



社会関係資本の醸成（＝つながり）に向けて

「場」と「機会」の創出

が重要である。

目指したいところ



中高生の居場所づくり



中高生の居場所づくり







ボードゲーム交流会
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理事・センター⻑ 佐合 純（iC株式会社 代表）
理事・事務局⻑ 岡部 亮司（FUNTEST）

理事 佐藤 有希（⽇鉄興和不動産株式会社）
理事 砂川 洋輝（Code for Japan）
理事 鏡 晋吾 （事業構想大学院大学 客員教授）

顧問 橋田 之宏（港島⾃治連合協議会 副会⻑）
アドバイザー 信時 正人（UDCイニシアチブ 理事）

コアメンバ
神⼾大学 サスティナブル都市研究会
小代 薫（神⼾大学 経済経営研究所 特命講師）
松村 淳（神⼾学院大学人⽂学部 人⽂学科 講師）
中田 達也（神⼾大学大学院海事科学研究科 准教授）
東京大学 まちづくり大学院 17期

（学）アカデミックグループ

神⼾市 企画調整局 医療産業都市部, 
 未来都市推進課,スマートシティ推進課, 

中央区 地域協働課

（官）⾏政グループ

一般社団法人ローカルスタートアップ協会
株式会社神⼾ポートピアホテル
株式会社078（元町マルシェ）
⽇本コンベンションサービス株式会社
円陣株式会社

（産）⺠間企業グループ

UDC PIC メンバー



UDC PICの活動紹介①

■ ポーアイの未来を考える場をつくる

正直言うと、ポーアイ住民はそれほど今の生活に不満はありません。だからこそ、私たちはポーアイ住民以外の方も巻き込んで
ポーアイの未来を考える場をつくります。

バルセロナ（Smart City Expo World Congress）の視察を経て、ポーアイに活かせる事がないか検討する「未来まちづくり会議」
や、食の循環において圧倒的に消費地であるポーアイが担える役割を考えるワークショップ。そして港湾・医療産業・MICE・住
宅とゾーイングが明確なポーアイだからこそ、その機能を掛け合わせる事で生まれる価値にフォーカスを当てたサミットなど、

多くの属性の方たちをかけ合わせながらポーアイの未来を探っています。



■ ポーアイを歩いて貰い、知って・感じて、一緒に考えてもらう（2024-2026年で12回実施）

1981年に「21世紀の海上都市」として開発されたポートアイランドは、完成当時は高度な設計と計画性を備えた新しい都市として
設立されましたが、時間の経過とともに住民の高齢化や人口減少、設備の老朽化など都市機能の低下が問題視されています。

これらの問題はポートアイランドに限らず、全国のニュータウンやオリンピック関連跡地などでも見られる共通の課題です。

この企画は、都市開発に関わる方々に実際にポートアイランドを訪れてもらって、まち歩きをしながら開発史や現状を理解し、
それを元にいくつかのテーマでディスカッションをしてもらい、今後の都市経営のあり方を考える機会を提供しました。

参加者業種 人数

不動産開発・都市計画 3名

建築設計・都市デザイン 1名

自治体・都市開発行政 2名

社会起業支援・地域活性化 2名

ヘルスケア・ウェルネス 1名

教育・福祉・未来構想 1名

UDC PICの活動紹介②

事例：30年後の都市経営を考えるスタディツアー（2025年2月実施）



■新鮮野菜販売を通した地域交流の機会をつくる（2025年10月〜毎月1回）

UDC PICの活動紹介③

ポートアイランドは「21世紀の海上都市」として開発され、これまで神戸の先進的なまちづくりを象徴してきました。
しかし現在は、少子高齢化や食料アクセスの不足、住民交流の機会減少など、暮らしの質に直結する課題が見えてきています。

私たち「身近な課題」を解決する方法を探ることを目的として、小さく動き始めました。

兵庫五国の新鮮な野菜を毎日買い付けている「元町マルシェ」、そして元ポーアイ住民だった「丹波の農家」の方たちのご協力
を得て新鮮野菜販売を毎月実施しています。毎月足を運んでくれる方たちもいらっしゃり、自然と会話が生まれます。

また同じくポーアイで活動する他団体とも連携しながら、クラフトビールやコーヒーを販売する事もあります。

新たな試みとして「マンション × 農家」プロジェクトも2026年4月からスタート。消費地と生産地を繋ぎ、全ての団地に専属農
家がいる…そんな姿を目指してまずは一歩動き始めました。



SHIMANO COFFEE STAND
柴田今日子

2026年5⽉13日



● 駅前は通過動線であり、
駅以南は近隣企業勤務者以外の出歩きも少なく、
滞在が生まれにくい状況

● 人が集まる仕掛けの一つとして、
中央緑地軸の再整備が実施されている

神⼾市による中央緑地軸再整備の取り組み



• 地域住⺠の利⽤も発生
• UDC PIC様主催の野菜販売会

での出店
• 交友印刷様へ、コーヒーのポ

ットサービスを実施

• 2⽉27日(⾦)から営業開始
• ⽔〜⾦曜日（祝日除く）の

AM䐴䐺:䐴䐴-AM䐵䐴:䐴䐴に医療セ
ンター駅前で営業

• リピーターが約7割、6時台
は常連が固定化→朝の仕事前
の1杯として利⽤される

「コーヒー＝単なる飲み物」ではなく⾏動を⽣む引き⾦にする



ポーアイリボーンプロジェクトとのかかわり、
およびポートアイランド内の企業との縁により実現

• 南公園ステーションキッチンへの出店を契機に、
神⼾新交通株式会社との接点が発生

• ポートピア‧ストリートフェスへの出店
• ポートライナーフェスティバルへの出店
• ポートアイランド内にあるコーヒー焙煎所「

LANDMADE」さまとの出会い



滞在と交流を促進する場作り

• 5⽉14日(⽊)から、医療センター駅に加え、中央緑地軸休憩施設で
の営業を開始

• 現在は⽔〜⾦曜日のみの営業だが、⽉‧⽕を含めた営業を検討
• 企業間、企業と人（企業の従業員、ポーとアイランド住⺠）の接

点創出を目指す仕組みづくりを検討



久保田セメント工業株式会社
ポートアイランド2期（港島南通エリア）



CB(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ)
主な製品紹介

化粧ブロック ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

市⺠病院北側歩道





1906（明治39年） 創業、建築請負業「久保田組」（左官工事業）創立
初代社長 佐伯弥吉が神戸市兵庫区において創業
その当時の宝塚大劇場、甲子園球場等の施工

1958（昭和33年） 株式会社久保田建材工業所に組織変更
カマドやセメント2次製品製造販売（流し台、ゴミ箱）を製造

1960（昭和35年） 久保田セメント工業株式会社に社名変更

1964（昭和39年） 東京オリンピック開催
空洞コンクリートブロック（CB）の生産開始

1995（平成7年） 阪神淡路大震災（本社被災）

1998（平成10年） 神戸本社 新社屋完成（ポートアイランド）

ジーライオンアリーナ/TOTTEIパーク 神⼾空港サブターミナル 東遊園地



トライランド2024・2025





自治会清掃



ありがとうございました。


